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農産物マーケッテングの先駆的形態
—高知県におけるある協同組合連合会の販売機能を中心に一
生 田 靖
1. はじめに
本稿は農産物の共同販売において，全国的にも特異な販売体制をとり，着
実な成功をおさめた，高知県の促成野菜の市場対応のあり方をとりあげたも
のである。農産物流通においてほ，零細個別経営の生産物を市場で有利に阪
売するためには，常に共同的な対応を必要とし，いわゆる協同組合組織をつ
くりあげ，その販売機能の充実に期待するところが大きい。この県の場合，
とくに部落小組合的な協同組合組織の成立と同時に，その機能限界を補充す
るものとして郡段階の協同組合組織をつくりあげて，いち早く対応するので
ある。そうして，この郡段階連合会が，一時期は共同販売体制で主導的役割
を果たし，統制出荷体制の橋渡し役になるのである。本稿はその典型例とし
て高知県安芸郡園芸組合連合会の促成野菜流通に果した販売機能の分析を中
心に論じたのである。
2. 安芸郡園芸組合連合会の成立
安芸郡連合会は大正11年に発足した。この連合会はそれまでに設立された
下山，川北，穴内，伊尾木，吉良川，唐ノ浜，土居，坂本，東谷，馬ノ上，
安芸の郡内11の単位園芸組合によって組織されたものである。この連合組合
組織は，郡下の促成栽培農家と園芸組合関係者が一体となって自主的に作り
あげたもので，発足当初よりきわめて精力的な活動を開始した。この点同年
設立の高知県連合会の当初の機能停滞と比べて特徴的である。
まず最初に郡連合会の組織化の進渉状況を簡単にみることからはじめよう。
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安芸部連合会の資料（大正15年）より作成。
郡連合会が成立した後に参加した単位組合や組合員数の推移を正確に示す資
料も，残念ながら残存していない。そのため間接的な残存資料を整理して推
測する以外にない。
創立初年度からの以後，各年の郡連合会予算書と決算書に記載されている
数字から，参加組合数，組合員数，および全出荷梱数を整理すれば第1表の
ように示される。この表からみると郡連合会参加園芸組合は，大正11年の創
立時に11組合，その年さらに， 1組合の加入があり，決算でほ12組合となっ
ている。大正12年にはさらに 3組合の加入をみて15組合， 13年には18組合へ
と増加する。大正13年以降昭和3年まで5ケ年間の参加組合数は，決算書だ
(1) 
けからはあきらかにできない。そこで他の資料である大正15年に定められた
(1) 例えば昭和 2年度の予算では，加入組合の平等割の賦課金が一組合当り 6円，
組合員割が 1名につき 4銭，出荷割が 1梱につき 3銭5厘であり， 25園芸組合，組
合員数1,300名，出荷梱数35,000梱で予算案が樹てられている。
しかし決算書では，上記平等割納入組合は僅に14組合，組合員割納入者数は1,184
名とかなり下廻った数字となっている。このような数字について予算案との対比で
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第3表安芸郡園芸組合連合会所届組合名（昭和9年）
組 ＾ 口 名 商標． 所在地 設立年月日 組合員数川北村園芸組合 J I  川北村 大正10年3月1日 52名
下 山” 山 伊尾木村 ” II 6. 10 120 
唐 ノ 浜” .Iヽ 安田町 ’ II 10. 10 51 
馬ノ上村” 馬 馬ノ上村 II , 1. 1 82 
八占 内 村 II 穴 穴内村 , 1. 4. 11 93 
伊 尾 木” 伊 伊尾木村 II II 6. 1 48 
土 居 村” 土 土居村 ” II 6. 3Q 15 
安 芸 町 II 安 安芸町 ”‘ ”8.1 10 
吉良川村” 吉 吉良川村 ” II 1. 3 124 
羽 根 村 II 羽 羽根村 ” II 2, 20 46 
西 分 村，9 二 ・西分村 ”12. 4. 1 62 
芸 陽” 芸 安芸町 ” 1 5. 3 10 
和 食 村 II 和 和食村 II , 5. 10 76 
赤 野 村 II 赤 赤野村 1113.3.5 40 
室 戸 町 II 室 室戸町 II 14. 1. 5 43 
東 島 II ヒ 安田町 1 15. 3. 10 86 
甲 浦 町” 甲 甲浦町 昭和2. 4. 5 14 
佐喜浜村” 佐 佐喜浜村 II 4. 3. lQ 30 
長 谷 寄” 長 西分村 1 1. 1. 1 62 
奈半利町” 奈 奈半利町 ‘’ , 12. 18 37 
丸 大 II 大 穴内村 ‘’ 5 3. 1 25 
北 J l  村” キ 北川村 ‘’ , 8. 1 25 
丸 岬” 岬 室戸岬町 , 6. 3. 25 53 
丸 上 II 上 II ‘’ 1 4. 14 50 
大 野 II 大 田 野 町 II , 4. 20 30 
井ノ 口村 ／9 井 井ノロ村 II , 9. 20 20 
瓜 生 谷” 瓜 馬ノ上村 ’ II 1. 20 29 
野 根 村” 野 野根村 ’ ”参12. 1 20 
中 山 村” 中 中山村 ”7.3. 14 22 
加 茂 II 加 北川村 118.5.31 12 
田 野 町 II 田 田野村 ？ 58 
東 谷 II 卜 安田町 ？ 40 
安芸郡連合会資料（昭和9年）による。
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所属各組合の「連絡電報暗号表」を整理すると第2表のように26組合となっ
ている。大正15年の予算書が，参加25組合で予算がたてられていることと上
記「暗号表」とを合せて考慮すれば，この年には少なくとも25組合が加入し
ていたと考えられる。昭和4年の決算書では23組合，昭和6年にほ25組合，
そうして昭和9年の資料では第3表のように32組合に増加する。以上の資料
にみられる加入組合数から推察すると，加入単位園芸組合は大正11年の創立
以来＿園芸組合間で若干の離合集散もあったと考えられるが 応累年
増加傾向をたどり，昭和9年には32組合に達したと考えられる。
つぎに組合員数の動向である（第 1表）。 創立当初の組合員数はあきらか
でない。次年度大正12年の組合員数は 796名となっている。大正13年は 594
名と 200名余減少する。これは大正11・12年の急激な促成野莱栽培の普及＝
栽培農家の増加，大正13年頃からの販売の失敗などによる減少＝固定化＝—
応の定着化をあらわすものとみてよい。大正14年には新規加入組合の増加に
よって，組合員は 1,000名を突破したと考えられる。昭和年代に入りこの地
帯の栽培技術も確立してきた段階の昭和4年にほ 1,322名。 2年後の昭和6
年にほ 1,505名に達している。創立当初の大正12年に比して約2倍の増加で
ある。
最後に郡連合会を通じた出荷梱数は，大正13• 14年頃から急速な増加傾向
をたどっている（同じく第 1表）。 これはいうまでもなく加入組合数，およ
ぴ組合員数の増加傾向と直接関連をもつものである。しかし，この場合ほそ
れよりも栽培農家＝組合員の経営面積規模の拡大に起因するところがより大
きい。第 1表の最下欄に示す1組合員当りの出荷梱数の推移（大正12年＝
5.9梱，大正13年＝20.5梱，昭和4年＝51.5梱，昭和6年＝70.8梱）はこれ
を明らかにする。
以上，安芸郡連合会の組織ほ，大正11年の当時設立されていた11園芸組合
で出発し，その後促成野菜栽培の普及，園芸組合の新しい設立＝加入で基礎
決算書には，「未納組合アルタメ」「未納組合員アルタメ」と記入されている。したが
って，当時予算案どおりの加入組合，加入組合員数があったのか，換言すれぼ，未
納入組合数，組合員数がどれだけあったのか判明しないため明確ではない。
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がかためられ，発展してきた，その状態を簡単に描写してきた。しかし郡連
合会の販売機能はその設立と同時に有効性を発揮し確立したわけでほない。
安芸郡下の促成野菜栽培の発展と園芸組合数の増加，組合員数の増加，栽培
規模の拡大に支えられつつ，若干のジグザグの軌道を経ながら，成立6年目
の昭和3年頃にようやく促成野菜販売に確たる地位をきずくのである。いわ
ば成立期から昭和 3年頃まで，郡連合会の組織と機能の確立期であり，それ
以後の完成期への準備期であったといえよう。
3. 安芸郡連合会の機能(1) 確立期の機能
ー一成立から昭和 3 年まで—――
大正11年11月19日の安芸郡連合会設立総会において採択された「安芸郡園
芸組合連合会規約」の一部を抜すいすれば，つぎのとおりである。
安芸郡園芸組合連合会会則（抜すい）
第 1条 本会ハ本郡園芸ノ改良発達ヲ図ルヲ以テ目的トス
第5条 本会ハ区域内二於テ本会卜同一ノ目的ヲ有スル組合ヲ以テ組織ス
第6条 本会二於テ行フ事業下記ノ如シ’
1 園芸組合ノ設立ヲ奨励スルコト
2 講習諧話会ヲ開催ツ又ハ実地指導ヲ為スコト
3 園芸組合相互ノ連絡協議ヲ図ルコト
4 図書種苗其他ノ購入斡旋ヲ為スコト
5 生産物ノ販売斡旋ヲ為スコト
第18条 組合ハ本会ノ要求二依リ其ノ事業ノ報告ヲ為ツ又帳簿ノ検閲ヲ受
クル義務アルモノトス
第19条 本会ノ経費ハ所属組合ノ負担金及寄付金又ハ補助金ヲ以テ之二充
ッ
一見してあきらかなように「会則」の上では，安芸郡連合会と単位園芸組
合との間に促成野莱の販売に関しての強制的な販売ルートの設定，あるいほ
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その規制の字句はみられない（つまり加入園芸組合の促成野菜は郡連合会を
通じて販売すべし，というような）。 強いていえば第18条の「事業の報告」
又は「帳簿の検閲を受ける」義務ぐらいである。しかし以下にみるように種
々のこまかな規程を作成，共同販売体制の基礎固めを行なっているのである。
大正11年11月19日の設立総会に引きつづいて同年12月18日に第一回総会が
参加12組合 (11月19日から 1ヶ月間に，さらに一園芸組合が設立され安芸郡
連合会に加入した）の出席のもとに開かれている。その総会において採択さ
れた以下のような事業に積極的に取組み安芸郡連合会はその販売機能を果す
ことになるのである。
A 促成野菜の「検査規程」の作成とその厳守
共同出荷，共同販売のためのもっとも基礎的な作業であり，また共同販売
の実をあげ有利にする前提条件としてもっとも重要なことは，組合員の生産
物を統一した基準で選別し等級付けを行なうことである。安芸郡連合会は，
まずこれを行うための「検査規程」を作成することからはじめている。各園
芸組合は，組合員のなかから（主として組合理事から）検査員を選び，この
検査員が「安芸郡園芸組合連合会検査規程」にもとずいて組合員の生産物を
検査し，選別したのである。その「検査規程」はつぎのとおりである。
安芸郡園芸組合連合会検査規程
第1条 本会所属園芸組合ハ本規定ノ定ムル所二依lJ其出荷物二対シ移出
・検査ヲ行フモノトス
第2条 本会所属園芸組合ハ其取扱品二対シ検査ヲ施行ツ合格シクルモノ
ニアラザレバ移出スルコトヲ得ズ
第3条検査ハ右記ノ事項二付之ヲ行フ，品質，形状，色沢
第4条所属組合ハ検査員ヲ置キ検査ヲ行フモノトス
第5条 本会二検査監督員ヲ置キ検査ノ監督励行二関スル事務ヲ掌握ス
第6条検査監督員必要卜認ムルトキハ組合ノ執行ックル検査品二対シ再
検査ヲ行フコトヲ得但シ之二要スル労賃ハ其組合ノ負担トス
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第7条検査監督員必要卜認メタルトキハ出荷物ノ再選，荷造リ改造，検
査等級ノ変更及出荷ノ停止ヲ指示スルコトヲ得此場合二於テ組合
ハ遅滞ナク之ヲ実行スル義務アルモノトス
第8条 出荷物ハ組合二於テ濫リニ検査証，商票又ハ類似ノ記号徴章ノ類
ヲ表示スルコトヲ得ス
荷札又ハ「レッテル」ハ本会ヨリ之ヲ交付ス
第9条 合格品二対ヽン等級ヲ分ツコト下記ノ如シ
碗豆 白花種，赤花種二分チ各三等級
菜豆二等級
蚕豆於多福，支那種二分チ各二等級
胡瓜青顆種，白顆種二分チ各三等級
茄子三等級
南瓜三等級
第10条 出荷物ハ下記ノ包装二依ルモノトス
石油箱，半箱， 4分ノ 1箱入リノモノ
胡瓜，茄子，南瓜
造リ籠バナナ籠入リノモノ
碗豆，菜豆，蚕豆
炭俵入リノモノ
蚕豆
第11条 本規定二違背ジタル組合ハ総会ノ決議二依リ処分スルモノトス
この「検査規程」を逐ー解説する必要ほないが 2, 3の注目される点だけ
指摘しておこう。第ーは，各園芸組合に選別，等級付けのための検査員を置
くとともに，安芸郡連合会に検査監督員をおいたことである。この検査監督
員は常に各園芸組合を巡廻して検査の徹底をほかった。しかし実際には，こ
の規程にあるような（第6条，第 7条）再検査や再選別，荷造りの改造，等
級の変更，出荷の停止などの事例はほとんどなかったといわれる。第二点ほ，
検査員により選別，等級付けされたものに対し，郡連合会の統一した荷札
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（あるいほ「レッテル」）がつけられ，これが一つの商標としての機能を果し
たことである。京阪神の消費地問屋ほ，この統一された荷札によってその荷
の内容をおおよそ判断でき，その判断で値付けをすることとなった。第三点
ほ，荷姿を各促成栽培品目により完全に統一したことである（第11条）。 こ
れまでにもここに規定されているような荷姿が一般に採用されつつほあった
が，時と湯合によってほ（例えば手持ちの造り籠が不足したり，石油箱が余
ったような場合にほ）品目と関係なく間に合わせの荷造りをするということ
もしばしぼ行なわれていた。しかしこの規定を実施することによって，品目
と包装の組合せが異なるものは商品化できなくなったのであった。
当時においてこれほど厳格な「検査規程」は（特に野菜においてほ），おそ
らく全国にその例をみないであろう。しかもこの規程ほ各園芸組合において
忠実に実行されたのである。安芸郡下の促成野莱ほまずこの「検査規程」の
実行によって京阪神の市場で声価を高め，ひいてほ安芸郡連合会，参加各園
芸組合，促成野莱栽培農家のその後の発展へとつながっていたのである。
B 「出荷規程」による共同販売体制の強化
上述の「検査規程」と同時に安芸郡連合会としての「出荷規程」も定めら
れている。この「検査規程」と「出荷規程」は共同阪売のための車の両輪の
関係にあった。その「出荷規程」を紹介しよう。
安芸郡園芸組合連合会出荷規定
第1条 本会所属組合員ハ本規定ノ定ムル所二依リ出荷スルモノトス
第2条 出荷物ノ輸送及ビ輸送先ハ本会二於テ定メタル者以外二之ヲ託ス
ルコトヲ得ス但シ特別ノ事由二依リ会長ノ承認ヲ経クルトキハ此
限ニアラス
輸送及輸送先ハ総会ノ決議二依リ毎年之ヲ定ム
第3条 出荷物ヲ輸送シクルトキハ其種別，等級，数量ヲ明記シ輸送先及
高知県商品陳列所大阪出張所二通報スルモノトス
第4条 販売代金ハ毎月三回高知県商品陳列所大阪出張所二集金ヲ依頼ツ
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諸経費ヲ控除シ容器割戻卜共二送金ヲ受クルモノトス
第5条 本規定二違背シクルトキニハ総会ノ決議二依1J処分スルモノトス
前述の「検査規程」によって検査．選別され荷姿の統一された促成野菜は，
この「出荷規程」にしたがって京阪神の消費地問屋に出荷された。この「出
荷規程」の内容で注目されるのは消費地問屋の指定制度と販売代金の決済方
法である。各園芸組合は消費地問屋の中の「指定商」でなければ取引関係を
持つことが出来なかった。指定商については一応高知県商品陳列所大阪出張
所と安芸郡連合会の協議にしたがって毎年指定されることになっていたが，
実質的には高知県商品陳列所大阪出張所の職員が調査した主要な京阪神の消
費地問屋の経営内容，過去の取引状態，信用状況などに検討を加え，さらに
安芸郡連合会の職員を再度派遣して調査結果を確認した上で決定した。
販売代金の取り立ては「出荷規程」にもみられるごとく，すべて高知県商
品陳列所大阪出張所を通ずることにしている。これには二つのねらいがあっ
たと考えられる。一つはいうまでもなく阪神消費地問屋に近く，かつ接触も
多い大阪出張所に依頼することが，もっとも確実，安全だと考えられたから
である。他の一つは，＇出荷物は組合員一単位園芸組合ー安芸郡連合会一高知
県商品陳列所大阪出張所一指定商というルートで共同販売されたとしても，
もしその阪売代金が例えば指定商と園芸組合あるいは組合員との間で直接に
決済される方式がとられれば，そこには指定商と園芸組合あるいは組合員と
の間に特殊な密接な関係（いわゆる特定の顧客関係）が附加されることは当
然想像に難くない。指定商にとって当時の高知の促成野莱の取扱いは，かな
り有利なものであったといわれるから取扱量を増大させることは利益を多く
生みだすことであった。
そのような条件のもとでは，販売代金の決済の方法を一つの手段として多
くの荷を集めることも可能であったと考えられる。例えば，ある園芸組合へ
は他の園芸組合の決済期間（サイト）より早く販売代金を送金する方法をと
るとか，あるいは取引にともなう歩戻し金に格差をもうけるとかいう方法で
ある。それは同時に折角つくりあげてきた共同販売体制の一角をくずすこと
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にもつながるのである。共同販売体制は生産物とその代金とが同じルートを
通って往復運動をするときにこそ，より強化されることはいうまでもない。
この共同販売体制の場合に阪売代金の取立て＝集金をもっぼら高知県商品陳
列所大阪出張所に依存した意味もそこにあったといえよう。
c 市場監督員の派遣と市場拡張調査
安芸郡下の促成野莱の京阪神市湯への出荷期のはじめの 4~5日間と出荷
最盛期の 4~5日間，安芸郡連合会の理事あるいは職員を毎年「市場監督
員」として各出荷市場へ派遣した。この市場監督員の主たる任務は，各市場
での促成野菜の荷さばき，荷動きの実態を調査することにより，•出荷者側と
指定商との関係を密にしあるいは円滑にすることにあった。また次年度の指
定商の変更や新しい指定商の指定には市場監督員の発言力が大きくものをい
ったといわれるから，指定商の促成野莱の取扱いに無言の圧力をかけるとい
う意味も多分にもっていたものと考えられる。
またこの市場監督員とは別に，毎年出荷が始まる前の 4月頃，販売拡張の
ための調査員を約10日間各地に派遣して，新しい販売ルートの開拓にも努力
したのであった。例えば大正13年の 4月にほ兵庫，岡山，広島，山口，福岡，
(2) 
京都などへ市場調査員を派遣している。
4. 安芸郡連合会の機能(2) 完成期の機能
—昭和3 年から 9 年まで一一
安芸郡下の促成野莱栽培ほ，昭和3年頃にふたたび急速な発展期を迎える。
これほこの地域の農業の昭和農業恐慌に対応した一つのあらわれであった。
この促成栽培の発展は安芸郡連合会にもそれなりの影響を与えるものとなっ
た。もちろん安芸郡連合会の組織やあるいほ販売，生産などにおける機能が，
これを契機として変質したというわけではない。むしろその発展に支えられ
(2) もちろん安芸郡連合会は販売機能のみではなく，販売と結びつけて組合員の生
産面にも大きな役割を果している。例えば，④栽培品種時期方法の統一，＠生産技
術指導，◎生産資財購入のあっせん，＠技術講習会の開さい，R園芸先進地視察旅
行などである。
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て，組織はより強固となり，いままで果してきた機能がより充実し，単位園
芸組合，組合員の期待により十分に答えうる機能を果しうるものとなったと
いうべきであろう。したがって，ここでは組織変質，機能変質として検討す
べきことほ一つもない。いわぽその充実の度合を検討するにすぎないのであ
る。
A 検査，等級付けの確立
大正12年に郡連合会は独自の「検査規程」を設け，これにもとずいて各単
位園芸組合で選らばれた検査員が検査，選別，等級付けを行なってきたこと
についてほすでに述べたとおりである。この検査員ほ，主として各園芸組合
の理事が担当した。一般に一組合の範囲内において促成栽培野菜の生産量が
少なく，また栽培品目も一，二の品目に限られていた段階でほ，組合理事が
組合の運営と同時に検査業務をもあわせて担当することほ十分可能であった。
また組合員の中の信頼を受けたものが理事として選ぼれた関係もあって，理
事が検査業務を担当することほむしろ当を得ていた処置であったといえよう
（また各園芸組合に特別に検査員をおくほどの財政的余裕がなかったことに
もよる）。
しかし組合員の栽培規模の拡大，生産出荷量の増大，栽培品目の多様化が
進むと，理事が組合の運営と検査業務とを同時に担当することほ，能力的に
も時間的にも不可能となってくる。さらに安芸郡連合会に加入している各園
芸組合が出荷する促成野菜を品目別に検査，選別，等級付けを可能なかぎり
統一して，いわゆる大量販売の実をあげ信用を高めるためにも，理事検査員
では問題があった。というのほ理事ほその組合管内の農家であり，園芸組合
の一組合員であり，かつ組合員の中から選ばれる限り，たとえ一組合の内部
では公正な，中立的な検査を行なうるとしても他の園芸組合との関係におい
て統一的な公正な検査を行なうことには限界があった。つまり自分の組合の
出荷物を他の組合との対抗関係上できるだけ多く上位等級に等級付けしたい
と考えるようになるのほ当然で，結果は事実そのように行なわれたといわれ
る。
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以上のような園芸組合管内の生産量＝出荷量の増大と作付品目種類の増加，
郡内の出荷物の等級付けの統一，商品としての信用度の向上，そうして有利
な阪売，のためにはすでに大正末期頃から専門の検査員の手による検査，選
別，等級付けなどの業務執行の必要性は強くでていたのである。他方で組合
理事は組合財政規模の膨張や組合運営業務の繁雑さも加わって，組合運営に
専従すべき必要性も生じてきていた。昭和年代に入ると出荷羅の増大＝手数
料収入の増大にともなって組合財政も検査員を特別に採用し，専従させるこ
とを可能にする条件にも達していた。
以上のような事情が重なり，安芸郡連合会は昭和 3年度から各園芸組合に
（組合員数が10~20名程度の組合で，出荷量の少ない組合は別として）専門
の検査員を配置することを決定する。それと同時に発足当初とは異なり格段
に整備された「出荷品等級表」を作成し，その等級表にしたがって専門検査
員が検査，選別，等級付けを行なうこととなった。
B 出荷物荷造規程の改正と整備
専門検査員の配置と出荷物の等級付けの整備＝厳格化とともに， これと直
接関係をもつ出荷物の荷造り方法を，昭和3年新しく「安芸郡園芸組合連合
会出荷品荷造規程」として改正した。この改正はつぎにみるように，各出荷
物の種類別毎に包装材料や型を定めて，荷姿の統一の厳格化をはかったのみ
(3) 
でなく，採取時期，採取方法，生産物の詰め方まで詳細に規定し，各組合の
厳守を期したのである。この点は前述したような単なる各品目別の荷姿の統
ーだけという方法と比較すれば，出荷物の内味だけでなく外装の点からも商
品としての質の向上に対して，なみなみならぬ意欲が察知できるのである。
(3) たとえぽ胡瓜についてはつぎのとおり「荷造り上の注意」がなされている（安
芸郡連合会編「安芸郡の園芸」 p.23)、0
イ 品質ヲ佳良ナラシムルタメ窒素質肥料ヲ遍多ナラシメザルコト
ロ 採収時期ハ遅キニ失セザルハ勿論6月上旬以後ハ可成1日2回採取スルコト
ハ 顆梗ハ短ク摘採シモギ取ラザルコト
二 採取選捌等二使用スル籠ハ内部二木綿類ヲ敷キ損傷ヲ防クコト
ホ 半箱ノ使用期ヲ比較的永クスルコト
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その「出荷品荷造規程」（抜すい）はつぎのとおりである。
安芸郡園芸組合連合会出荷品荷造規程（抜すい）
第一条 本会所属組合ハ輸送ノ完全取引ノ敏捷ヲ図ル為メ県外出荷品二対
シ本規程ノ定ムル所ニョリ荷造ヲ為スモノトス
第二条 県外出荷品ハ特別Iモノヲ除ク外下記ノ荷造リニ拠ルモノトス
1 胡瓜 箱ハ下ノ通リトシ周囲ニロール紙ヲ敷キ包装スルコト
① 箱ノ寸法（仕上り）
箱ノ種類 長サ 巾 深サ
大箱 1尺6寸 7分 8寸3分 1尺2寸 1分
半箱 1尺6寸 7分 8寸3分 6寸 1分
四分の一 1尺6寸 7分 8寸3分 3寸 1分
八分の一 8寸4分 8寸 3分 3寸 1分
② 妻板ハ可成一枚トルコト
⑧ 板ノ厚サハ側，底，蓋共三分妻板ハ正六分トスルコト
但シ側板ハ三分ノ間隙ヲ存セシムルコト
④ 大箱ノ妻板ニハ上部二巾一寸厚サ四分位ノ桟木ヲ打チ附クル
コト但シー枚板以外ノモノニハ上下二之ヲ打チ附クルコト
⑥ 箱ノ打付ヶニ使用スル釘ハ長サー寸五分トツ一度塩水二浸ツ
使用スルコト
⑥ 箱ハ前記ノ通リ松材ヲ以テ新調スルコト
⑦ 詰方ハ順序正シク厳重二荷詰メヲナシ箱ノ縁辺ヨリ凸状二盛
リ能ク蓋ヲ打チ付ケ輸送中ノ動揺ヲ防グコト
⑧ 大箱ハ横ニヶ所（両端ヲ各三寸残ツ）ーケ所各二巻縄掛ケヲ
ナシ縦ハ中央二ニ巻トシ横縄ニノ字二縄掛スルコト縄ハ直径四
分ノ荷造縄ヲ用フルコト
⑨ 半箱以下ノ縄掛荷造ハ大箱二準スルコト
2 茄子 茄子ノ寸法釘付縄掛ケハ胡瓜ノ荷造リニ準シ周囲ニロー
ル紙ヲ敷キ包装スルノ外下記二注意スルコト
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① 早朝（日ノ出前）顆梗一寸ヲ存シ採収シ換気セザル箱入トナ
シ速二荷造ヲ為スコト
③ 荷造リハ顆梗ヲ上二魚鱗詰トシ能ク填充スルコト，但シ大箱
ニアリテハ上部四段以下ハ之二依ラザルコトヲ得
（以下，茄子，南瓜，審茄，英碗豆，実入碗豆，於多福，蚕豆，石川芋に
同様な規定を設けている）以下略ー一
c 試売店の指定
大正12年に各消費地市場に取引指定商を設けた制度はその後一層強化され，
いわゆる「指定商制度」として確立されてきたが，この制度に加えて昭和3
年から試売店の指定制度を設けた。安芸郡連合会は毎年市湯監督員の派遣や
組合員の園芸視察旅行や市場販路の調査なども行なってきたが，その結果単
に阪神などの大都市市場のみでなく中小都市の地方市場にも促成野菜を流す
ことが有利である，との判断にたち，市場販路拡張の一つの試みとして行な
われることになったもので，促成野菜の一層の有利な販売をねらったもので
ある。例えぼ昭和3年度に指定した試売店は以下のとおりであった。
試 売 店
福井市 ⑩- 食糧品市場
金沢市 ＠ 八百物問屋
富山市 R 八百物問屋
高岡市 大一 青物市場
神戸市 神東市場 頑陰山商店
西宮市 東川市湯 祖川住松
奈良市 奈良市場 会
D 市場駐在員の設置
以下でのべる市場駐在員の出荷時期の常駐ほ，輸送経路の変更と直接関連
している。安芸郡下で生産された促成野菜ほ，土佐沿岸汽船の寄航港である
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和食港，安田港，安芸港，室戸港などにおいて，各港の近隣園芸組合からの
出荷物が荷積みされ，ーたん船ほ甲浦港まで立ち寄りそれから高知港に引き
かえし，そこであらためて大阪商船に積み換えされ，神戸へ転送されるとい
う経路をとっていた。このような複雑な船荷Jレートをとった結果，高知市周
辺の促成野菜出荷物と比較してとくに商品としての鮮度，あるいは輸送費の
点での不利はまぬがれえなかった。郡連合会は設立当初から土佐沿岸汽船株
式会社に対し甲浦港からただちに神戸へ直航する延長航路をつとに要望し交
(4) 
渉もしていたのであった。昭和3年この交渉は成功しこの年4月25日より甲
浦一神戸の直航が行なわれることとなり，それまでの鮮度，輸送費などにつ
いての不利性は一応解消された。
しかしこの就航船は船腹が小さくその上長時間航路であったため，天候次
第で出荷物の延着がしばしば発生したのである。出荷物の延着は指定商との
連絡に麒願を来たすばかりでなく，事故物になる商品を数多く出し，結局生
産者の損失を大きくした。鮮度と輸送費にとって代ったこの難点をどう解決
するかが，ひき続いて大きな問題となった。・安芸郡連合会は大正13年から出
荷の初期とその最盛期に市場監督員を派遣していたが（前述），派遣期間が短
(4) 唐ノ浜◎園芸組合の当時の理事清岡静治氏はその頃の模様をつぎのように語っ
ている。
「最初は室戸から引返しだった。それが甲浦までのびてしまった。考えてみればこ
れほど不合理な話はない。園芸品は沿岸船に積込んでいったん甲浦まで行き，高知
に逆もどりする訳だから。そこで船の建造費を調べたところ 150tの機帆船が 1隻
7,000円でできることがわかったので， 3隻つくろうと話し合いがまとまった。し
かし当時の金で21,000円を園芸組合に出来る訳もない。そこで県費をもらおうと，
丁度県会が開会中だったので，県庁にゆき内務部長に会い話したところ，助成の提
案をするから讚成する議員をつくれとのことだった。その当時議員には浅井，片岡，
大橋などといったやかましやがおった。腹をすえて膝づめ談判をした結果10,000円
出そうということになった。だが11,000円残っている。そこで士佐鶴さん（酒造業
一筆者註）のところへいって 7,000円，この株を買ってもらうことに成功した。こ
れで金ができた。いざつくろうとしたが，世話になっている野村翁（野村茂久馬氏
〔後出〕一筆者註）に話しておかないとまずいと思って話にいった結果，大阪商船
とかけ合うことになり甲浦まで行っていた船を阪神まで伸ばすことに成功し，船は
作らずにすんだ」（前掲『園芸の士佐』 30ページ）
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期日のため出荷量の少い初期には，所期の目的を一応果しえたとしても，出
荷量の急増した昭和年代に入ると，市場監督員の派遣だけでは十分な機能を
果せなくなっていた。以上二つの理由からとりあえず，昭和3年度より出荷
全期通じて市場駐在員を神戸港に常駐させて，船の延着の場合の指定商や郡
連合会との連絡，神戸桟橋での荷さばきの円滑化，などを計ると同時にかっ
て市場監督員の行なっていた業務をも合せて担当させたのである。
E 促成野菜の販売宣伝
昭和3年度の出荷物から出荷梱一個一個に宣伝用のレッテルを挿入して，
その商品が安芸郡連合会傘下組合の促成野菜生産物であることを，特に仲買
人と小売店に宣伝した。これは「安芸郡連産のもの」というブレンドを市場
に売り込み，他の産地のものより有利な阪売を確保するために行なった阪売
宣伝の発端である。さらに昭和 4年度からはこのレッテルと合わせて宣伝用
ボスターも作成，安芸郡連合会の促成野菜を販売する小売店に流して，末端
消費者に対する宜伝をも試みている。ひき続いて昭和6年には安芸郡連合会
創立10周年記念事業の一つとして，消費地市場で大々的な宜伝を試みている
が，この年4月30日の資料にはつぎのような記録が残されている。
安園第30号
昭和6年 4月30日
安芸郡園芸組合連合会
各園芸組合御中
宣伝販売二関スル件
本会創立10周年記念事業ノ下ニテ施行可致事卜相成居候園芸出荷品販売
大宜伝二関シテハ其後各指定商二於テ数回協議ノ結果左記ノ通リ決定相成
候間御了承ノ上可然御取計相成度此段階及照会候也
記
大阪市宣伝要領
1. 売出ヽン期間
150 (422) 農産物マーケッテソグの先駆的形態（生田）
自5月 1日至7月20日
2.方法
所属組合ノ出荷品ニハ各容器毎二本会ノ所属タルコトヲ明記サレタル
「宣伝用レッテル」ヲ貼付シ「レッテル」 50枚二対シ抽簸券 1枚ヲ交
付スル抽簸券付販売トス
3. 景品 総経費 1千 1百円也
抽簸券5.000枚ヲ以テ 5組トシ各組毎ニ
1等 50円 日本勧業銀行債券 1本
2等 10円 II
3等 1円 市電回数乗軍券
4等 35銭 帆布製本会商標入前掛
等外 5銭 ハンカチーフ
4. 抽簸券引替締切
昭和6年7月23日限リ
5. 抽簸日時
昭和6年 7月30日午後8時ヨリ
6. 当選発表
昭和6年8月 1日
7. 抽簸場所
大阪天満市場事務所
8. 景品引替
同事務所
期間 昭和6年8月 1日ヨリ同年5日迄
神戸宜伝要領（大阪市と同じ略……）
6本
20本
200本
残余全部
外に各指定商店頭二図ノ如キ赤旗ヲ掲揚気勢ヲ煽ル
高
知 ＠ 安芸郡園芸組合連合会10周年記念大売出ツ
県
各市場配達ノ貨物自動車二＠記念売出シノ赤旗ヲ持テ宜伝
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京都宜伝要領
5月20日ヨリ 10日間市内電車全部へ宜伝用ボスター掲揚シテ遊覧客多キ
京都市中へ宣伝此経費400余円ノ予定……（以下略）
以上の外に郡連合会の行なった阪売機能として関係ある事業の中で昭和3
(5) 
年以降において注目されるものとしてほ，輸送運賃，積込賃の値下げ交渉と
その統一，指定商の招待などがある。その点については注訳して資料を記す
にとどめる。
5. 郡連合会の財政運営の発展
最後に郡連合会の財政面での発展を，その予算書と決算書を通じて若干分
析しておきたい。第4表は，創立年である大正11年度の郡連合会の予算案と
次年大正12年度の予算案とを対比させてその予算内容，その増減をみたもの
である。大正11年度の収入ほ，加入園芸組合への賦課金90円のみであった
(1組合当り 6円，組合数15で予算が樹てられた。実際は12組合であり，収
入は予算通りにはいかなかった）。 また支出項目においてしあっせん費と
して36円計上されているのが目立つのみで，他に見るべき支出項目はない。
つまり創立初年度は，財政的にも組織のかたちを整えるといった程度であり，
きわめて弱体な財政基盤で出発するのである。
すでにしばしば述べてきたように，郡連合会の各種事業はようやく大正12
年度から本格的に動きはじめるのであり，郡連合会の財政もこれを裏付ける
ものである。すなわち大正12年度の予算では，財政規模も初年度のいっきょ
に3倍に膨張する。まず前年度の予算と比較して特徴的な点は，収入におい
て組合の乎等割に加えて組合員割，出荷割の制度を設けたことである。これ
によって一応郡連合会が所期の事業を行ないうる財政収入の基礎を固めえた
のである。支出項目の増加がこれを物語る。表にみられる支出項目は事務所
(5) 輸送運賃および積込賃などについては，出荷数量と直接関連させつつ運送会社
と交渉を行った。また運賃は郡下の各園芸組合を各寄港別にグループ化した統一運
賃制度を採用していた。例えば昭和3年度の運賃については以下の表のとおりであ
る。
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の体制の整備，技術指導（技術員費ー農会技師への補助ー前）販売斡旋，購
買斡旋などがようやく軌道にのりはじめることを察知させるものである。な
お参考までに 3年後の大正15年度の予算と決算の状態を掲げておこう（第5
表）。 この年の財政規模は大正12年度のさらに3倍となり，郡連合会の各種
事業もより充実したことがその支出項目から判明する。とくに事業費支出の
規模は 6倍近くに増大し，荷札（いわゆる商標の役割を果した一前述）の整
備，先進地の視察補助などのために多くの経費をあてていることにも注目し
たい。
郡連合会の体制も確立し，その諸機能が強化された段階の昭和 6年度の予
安芸郡園芸組合連合会所属
ロ 和食•安芸積 安田・
nロ
市場名 船 船 配達賃 合計 船
名
積込 運賃 接続 運賃 水揚賃配達費 積込 運賃
神東及湊川 120 120 080 250 060 090 720 120 150 
弐 運 河 II II ’ 
II II 120 750 ’ II 
贔石 難波・木津 ” II II II 150 720 II II 
靱 II ” II 
II 100 670 II II 
靡 天満車配達 II ” II II 200 770 II ” 
II 孵配達 “' II ’ II 106 676 II II 
籠l 
神東及湊川 150 150 080 270 
゜
160 900 150 180 
運河 II II II ” ” 210 950 I/ ” 
難波・木津 II ” II 
II 250 900 ” II 及
靱 II ” 
I/ 200 850 II び II II 
炭 天満車配達 ‘’ ” ‘’ ” 360 1010 II ” 喜 ”孵配達 ‘’ ” II II 150 800 II II 
神東及湊川 150 200 080 360 090 160 1040 150 340 
四 運 河 ‘’ ” II 才 ” II 210 1090 II II 
誓 難波・木津 ’ ’ ‘’ ‘’ 250 1040 ’ 
II 
靱 ’ ” ‘’ II 200 990 ‘’ II 贔 天満車配達 II ” II II 360 1150 II II 
”孵配達 ‘’ ” II ” 190 980 
// I // 
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算および決算内容，規模を前の両年度のそれと対比させて問題を整理すると
つぎのとおりである（第 6表）。
① 郡連合会の財政規模は大正12年度から大正15年度にかけて前述のごと
く約3倍に，さらに昭和6年度には約10倍近くに拡大する。とくに財政収入
の面においてほ，大正12年度から始まる出荷割賦課金収入が郡連合会の財政
基盤を確立させるのである。表が明らかにするように組合平等割 6円，組合
員割 1名4銭，出荷梱数一梱2銭3厘（大正年代は 2銭であり昭和に入って
3厘増加 (2銭3厘となった）と財政収入の単位割当ては出荷割で若干増額
されたが，他は変化なくこの出荷割が大正12年～昭和6年の間に15倍と飛躍
的に増大ずる。つまり郡連合会傘下園芸組合の促成野菜出荷量の増大がとり
組合運賃明細表 （単位厘）
田野・奈半利税 羽根•吉良川・室戸稜
船 配達 賃 合計 ~ 船 船 配達賃 合計
接続 運賃 水揚賃l配達費 積込 運賃 接続 運賃 水揚賃配達賃
080 250 060 090 750 120 170 080 250 060 090, 720 
II II II 120 780 II II ‘’ ” “ 120' 800 
II ‘’ 150 750 ‘’ ” ‘’ II 150 770 
9/ ‘’ 100 700 ‘’ ” II II 100 720 , 
” 200 800 
II ” ’ ” 200 i 820 
99 II 106 706 II , II ” 106 726 
080 270 090 160 930 150 210 080 切0 090 160 960 
9/ ” II 210 980 
II II II , 210 1010 
” ” 250 930 
II ’ ” 99 250 960 
” ” 200 880 
II ’ II ’ 200 910 
II ” 360 1040 II ” II ” 360 1070 
II ” 150 830 
II ” ” ” 150 860 
080 360 090 160 1080 150 280 080 360 090 160 1120 
II II II 210 1130 ” 
II II II 200 1170 
II ” 250 1080 II II II II 250 1120 
II II 200 1030 II , ‘’ 
, 200 1070 
II II 360 1190 II ” II ” 360 1230 
‘’ ” 190 1020 ” ” II ” 190 1060 
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第
4
表
安
芸
郡
園
芸
組
合
連
合
会
予
算
案
（
大
正
12
年）
科
目
本
予
年
算
高度
前
予
年
舞
度高
比
較
説
明
増
滅
円
円
円
27
8,
00
0 
90
,0
00
 
18
8,
00
0 
90
,0
00
 
参雑前
出加合
荷年組
員個度
合数繰
7
叩越
＆1
5名金o
oo
1個
1組
名合
14
個6銭
円2
 銭
12
68
0,
,0
00
00
 0
 
28
,0
00
 
16
0,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
1,
00
0 
28
0,
00
0 
90
,0
00
 
19
0,
00
0 
（歳
の
科
目
予
本
年
算
度高
前
予
年
卵
高度
比
較
説
明
増
減
60
,0
00
 
22
,0
00
 
38
,0
00
 
備会幹諸
通長品信
雇el9
年蓑運人1
名搬給1
80分等円
円
の
副
会
長
年
5
 円
13
,0
00
 
13
,0
00
 
5,
00
0 
5,
00
0 
概消
算耗
品
費
15
円
25
,0
00
 
13
,0
00
 
12
,0
00
 
10
,0
00
 
6,
00
0 
4,
00
0 
7,
00
0 
3,
00
0 
4,
00
0 
62
,0
00
 
62
,0
00
 
3評雑0
議費
円員
2雑
会円
費2
総回
10会
円1
1回
回
1会
名員
21
5円名
51
名名
分
22
0円
円
22
,0
00
 
22
,0
00
 
40
,0
00
 
40
,0
00
 
11
9,
00
0 
41
,0
00
 
78
,0
00
 
30
,0
00
 
30
,0
00
 
種斡
雑苗
旋費
斜員
の概
旋出
算張2
0旅円
費
荷2
造名
容分
器
斜
旋
10
円
82
,0
00
 
82
,0
00
 
第
4
類
予
斡
雑
備
旋
費
費
7,
00
0 
5,
00
0 
2,
00
0 
36
,0
00
 
36
,0
00
 
39
,0
00
 
27
,0
00
 
12
,0
00
 
第
合1
頂
”
 
39
,0
00
 
27
,0
00
 
12
,0
00
 
計
28
0,
00
0 
90
,0
00
 
19
0,
00
0 
出
部）
1 5 4  ( 4 2 6 )  津 蹄 菩 4 1 、y 7 < ‘ , 8 冷 要 寄 憑 蓋 （ 舟 田 ）
安
芸
郡
連
合
会
，
大
正
12
年
予
算
案
に
よ
る
。
農産物マーケッテソグの先駆的形態（生田）
第 5表安芸郡園芸組合連合会決算書
歳入の部
科 目 本年度決算高 本年度予算高
円 円
第 1類 費割 1,027,000 1,079,000 
120,000 152,000 
50,400 52,000 
856,895 875,000 
第2類金 128,800 60,000 
” 128,800 60,000 
第 3類入 11,300 6,000 
1. 利 子旦 11,300 5,000 2. 告 1,000 
第4類付 50,000 20,000 
1.□ 個人” 50,000 20,000 
第5類1 助” 金 270,000 320,000 
200,000 250,000 
2. 町長塁費会 ，9 70,000 70,000 
第 6類過 度 収入 65,025 49,000 
1. 過 収入 65,025 49,000 
合計 1,552,430 1,532,000 
歳出の部
科 目 本年度決算高 本年度予算高
円 円
第1類事需務計費 209,670 218,000 
1. 用 16,500 30,000 
41,700 30,000 
48,520 50,000 
58,400 60,000 
44,550 48,000 
46,000 72,000 
34,000 50,000 
12,000 22,000 
第3類 667,000 532,000 
1. 5,000 
2. 240,000 216,000 
3. 240,000 70,000 
4. ~ 50,000 
5. 160,000 160,000 
6. 27,000 31,000 
第4類 200,000 250,000 
1. 200,000 250,000 
第5類 210,260 205,000 
1. 210,260 205,000 
第6 類1. 予 255,000 
255,000 
A に 1,332,930 1,532,000 
安芸郡連合会大正15年度決算書による。
(427) 155 
（大正15年）
比較増減
円
△ 49,705 
△ 30,000 
△ 1,600 
△ 18,105 
68,800 
68,800 
5,300 
6,．300 
△ 1,000 
30,000 
30,000 
△ 50,000 
△ 50,000 
16,025 
16,025 
20,430 
比較増減
円
△ 8,330 
△ 13,500 
△ 11,700 
△ 1,480 
△ 1,600 
△ 3,450 
△ 26,000 
△ 16,000 
△ 10,000 
135,000 
△ 5,000 
24,000 
170,000 
△ 50,000 
△ 4,000 
△ 50,000 
△ 50,000 
5,360 
5,360 
△255,000 
△255,000 
△199,070 
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第 6表 安芸郡園芸組合会予算書（昭和 6年度） （その I)
収入ノ部
科 目 予算額 備
円
2,496,000 
考
第 1類 会平 冒
所出荷属組梱合数2員410組万1合,3梱00名11組梱合1付名二2付銭金346厘銭円宛
1項 等 144,000 
23項 組出 合度荷越収紐員越 割
52,000 
2,300,000 
第 21頚項［繰前年 金
1,000,000 
1,000,000 前年度繰越金概算
第 31類項 金利入子金
15,000 
15,000 預金利子の概算
第4類付i 520,000 1項金 520,000 寄付金，概舞
第 5類寄過年 収入 10,000 
1項過 収入 10,000 過年度収入の概算
A ロ 計 4,041,000 
支出ノ部
科 目予算額 1 備 考
円
第 1類事務計費 988,000 
1 項 需 要 費 80,000 備通役職分書来信職員記賓品運役小校梢員2耗名職使待搬旅員其品哲挫二費対費年他ノの概算
2項通信運搬 150,000 II 
3 35  /／ 
4項旅職 員手晨当 120,000 スル手晴当月算5 円宛12ヶ月
5項雑 給 100,000 ， 賞与
6項傭人費 50,000 人給
7項接待費 50,000 算
8項電話維持費 40,000 
9項雑 ＇ 48,000 第 2類会 20
1項総 150,000 
2項評議夏員会 48,000 評議員出席手当 1名2円ヲ以テ四回分
3項雑 昌旋 10,000 
第3類事業 2,460,000 
1項購売，販売斡費 20,000 
2項荷札関係費 600,000 荷札調整費の概算
3項視 察 > 250,000 先進地及市場視察補助ノ概算
4項宣伝 250,000 
5項市場調査並に 究費 400,000 主トシテ市場調査巡遺員手当
6項記念大会費 700,000 10周年記念大会に要スル費用ノ概算
7項電話架設費 200,000 
8項雑 費 40,000 
第4>過年度支 喜計』 10,000 1 10,000 
2 予備 375,000 
3項予備 375,000 
合 4,041,000
安芸郡連合会昭和 6年度予算書による。
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第 6表 安芸郡園芸組合連合会決算書（昭和 6年度） （そのI)
歳入ノ部
(429) 157 
類 項 決本算年額度 予本年卵額度 増減 附 記
円 円 円
第 1類会 費 2,660,870 2,496,000 164,870 
1.平等割 150,000 144,000 6,000 此増ハ新同前何加『.入組合アリタルニ
2. 組合員割 60,200 52,000 8,200 ヨJレ
3. 出荷割 2,450,670 2,300,000 150,670 此増ハ出 多カリシニヨ｝レ
第 2類年贔練度繰越 金
2,184,890 1,000,000 1,18484, 890 
1. 前 越金 2,184,890 1,000,000 1, 1 890 此増ハ繰越金多カリシニョル
第 3類 収入 31,890 15,000 16,890 
1.預子 31,890 15,000 16,890 此増ハ預金多カリシニョル
第 4類寄 寄付金 520,000 △ 520,000 
1. 付金 520,000 △ 520,000 此減ハ寄付金ナカリシニョル
第 5類過年度収入 10,500 10,000 5,000 
1. 過年度収入 10,500 10,000 5,000 此増ハ収入多カリシニヨ）レ＾ iコ 計 4,888,150 4,041,000 847,150 
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決算額予算額増減 I 附 記
円円円
1, 047, 9101 988, 0001 59, 910: 
77,5201 80,000△ 2,480此減アルハ消耗費ヲ節シタル
141,3501 150,000△ 8,650ニョ｝レ此減アルハ支払事業
426, 0301 350, 0001 76, 030少ナカリシニョル此増ア）レ
120,0001 120,000 ー ハ旅喪ヲ多ク要シタニヨ｝レ
100, 000! 100, 0001 -
42,250[ 50,000△ 7,750此減アルハ傭人給ヲ節シタル
50,0001 50,000 ー ニョル
51, 8001 40, 0001 1, 800 
38,9601 48,000△ 9, 040! 
199,1901 208,000△ 8, 810, 
147,4401 150,000△ 2,560 
44, 0001 48, 000△ 4,000 
7, 7501 10, 000△ 4,000 
71, 500 2, 460, 0001△ 288, 500 
19, 0001 20, 000△ 1, oo: 
688,3501 600,0001 88,350 
250,0001 250,0001 -
88,3501 250,000△ 161,650 
400, 0001 400, 0001 -
700, 0001 700, 0001 -
- I 200, oo△ 200,000 
25, 8001 40, 000△ 14,200 
―-10,000△ 10, 0001 
- 10, 000△ 10, 000| 
76, 0301 375, 0001△ 298,970 
76, 0301 町5,0001△ 298, 970 
3, 494, 630 4, 041, 0001 546, 370 
安芸郡連合会昭和 6年度決算書による。
158 (430) 農産物マーケッテングの先駆的形態（生田）
もなおさず郡連合会財政の基盤確立に大きな役割を果すのである。
③ 毎年繰越余裕金を計上するがその額は昭和5年に 1,000円，昭和6年
には 2,000余円に達する。これは郡連合会運営の優秀性，あるいほその余裕
ある運営を察知させるのである。
⑧ 支出項目でみると，前述の収入の増加に見合って，郡連合会の人的体
制の強化，整備（職員 2名〔技術員を含む〕の常置，傭人の増加）事業種類
の増加（宣伝，市場調査，研究，昭和6年にほとくに記念大会を行なぅ，指
定商など客の接待など）事業規模の拡大などが注目されるのである。
ここで簡単に予算と決算を検討した結果ほ，すでに述べてきた郡連合会の
組織と機能の充実，発展がその出荷量の増大＝出荷割収入の増加＝財政的基
盤の拡充強化において，いかに裏付けられてきたかをあきらかにするもので
ある。
以上，大正12年以降の郡連合会の組織と機能に対して昭和3年度からのよ
り進展した点を，とくに販売機能を中心に列挙するとともに，財政面の問題
についても若干の検討を加えてきた。このようにみてくると，促成野菜とい
う青果物の中でも若干商品的特性をもつものであるにしても，郡連合会の機
能は当時の段階では，まさに画期的なものであり，青果物の販売面でとりあ
げられ最近ようやく定着しはじめたいわゆるマーケッテング機能を，すでに
昭和初年に採用しその実をあげていたことがあきらかとなるのである。
